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	本セミナーでは、長く小動物PETのイメージングに携われていらした外山宏先生をお招きし、小動物PETの定量的画像検査の基本である、マウスの血管確保、麻酔の影響などのハンドリングについて解説いただきます。また、脳ブドウ糖代謝定量、アミロイドイメージング、ラット脳傷害モデルにおける活性化ミクログリアの評価など、外山先生の研究成果を紹介していただきます。
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